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資料２－２

資料１ １．（２） への対応
資料２－１ タグ情報登録実施者からいただいた意見 への対応
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登録の間口の拡大に向けた対応状況

「目的や習熟度に応じたページ・コンテンツ作りが必要」への対応

タグ情報登録実施者の意見等を踏まえ実証実験向け専用サイトを改修した。

・ 手続きフローに習熟度毎の対応箇所を明記

・ 手続きフローと使用する様式の関係性を明瞭化
・ サービスコンセプトやサイトの概要を記載

http://ucopendb.gsi.go.jp/ucode/field_test/index.html
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登録の間口の拡大に向けた対応状況

「地図で緯度経度を取得できる事を明示」への対応

機能から「場所情報コード」を選択 指定位置の論理場所情報コードを表示

Webブラウザで国土地理院の地図や空中写真が見られる「地理院地
図」に、表示した場所の場所情報コードを表示する機能の追加を行った。
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登録の間口の拡大に向けた今後の取り組み（H28年度）

「地図から登録できるシステム作成」 、 「直感的イン
ターフェイスで使いやすさ向上」 への対応

「地図上でタグの場所を指定し、そのまま
リアルタイムに登録」を可能とするサイト

既存システムは、申請様式をテキストファイルに変換しシステムに入力する作業
が必要であるため、申請と同時に登録（リアルタイム登録）することができない。

申請サイトやアプリを開発し、地図から場所を指定できるようにしても、その内容
を様式にして送信する必要があり、使いにくさが残る。

このため、既存システムを改修し、申請者がリアルタイムに登録できるシステム
の作成を予定。

その上で、地図等で場所を指定できる申請サイトを作成することを検討中。

申請サイトイメージ
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登録申請APIの開発を予定

一般的なインターネット地図やジオコーディング技術を活用した
申請が可能に。（ただし、申請サイトやアプリが別途必要）

これにより、申請者は緯度経度を意識する必要がなくなる。

また、測量のデータコレクタから直接登録するなど、外部システ
ムとの連携が可能に。

登録の間口の拡大に向けた今後の取り組み（H28年度）

「緯度経度による登録を必須としない登録」への対応

パブリックタグ
情報共有

プラットフォーム

登録申請
API

{“items”:[{“status_code”:“20”,“uc
ode_url”:“http://sokuseikagis1.gsi
.go.jp/”,“coordinate”:{“longitude”
:136.31668358333332,“lati・・
・・・

登録申請APIのイメージ

一般地図・ジオコーディングを活用し
緯度経度を意識しない申請

外部システムとの連携

リアルタイム
登録


